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　理研RIBFの予算総額が６００億から４００億円へ変更された事に伴い、大立体角スペクトロ
メータの超伝導磁石を作れるような解は殆ど無くなった。　それでも２００５ー２００７年の
実験開始時に何らかの前方磁気スペクトロメーターは必要と考えているので、予算総額をなる
べく少なくする方向で考える。

（１）想定している電磁石
　想定している磁石は、Magnetic Rigidity (momentum/charge)が約2.5 GeV/cの重イオンの運動量分
析を行う磁場を持ち、零度方向（±5度から±10度）に放出される200-300MeV中性子を妨げな
い磁場空間を持つ必要がある。

（２）Super Benkeiの概略
　　　Window-frame型の超伝導磁石
　　　最大磁場：　　　　1.5T

　　　有効磁場空間：　　水平150 cm、GAP 100 cm、Yoke幅 100 cm

　　　有効磁場長：　　　150 cm

　　　BL_max：　　　　 2.1 Tm

　　　重量：　　　　　　120t(iron)+17t(coil+cryostat)

　　　蓄積エネルギー：　3.1 MJ

　　　定格電流：　　　　600 A

　　　液体ヘリウム消費：　約10l/hour

　磁場は当初考えていた値よりは、かなり低い：検出器の工夫で運動量分解能を改善する必要
有り。
　ただし、磁場空間が1.5 m(H)x1 m(V)で、磁石奥行きが薄い（Field Cramp間で約2.4m）為、前
方方向の中性子を±10度の領域で測定可能。　実験のsetup例を図１に示す。

（３）Super Benkeiの現状
　現在、KEKでの弁慶責任者の都留さんはSuper Benkeiを常伝導化して東海村JHFへ持っていく
事を考えている。その為、コイル／クライオスタットをKEKから理研へ貸与／移管する可能性
はあるとの事。
　常伝導化する理由は高圧ガス規制の為で、少なくとも弁慶が最後に使われたAIDA実験では、
液体ヘリウムを移動型タンクから移動して、解放系として使っていたらしい。
　弁慶の資料は、
　＊三菱電気参考資料：　　図２
　＊超伝導磁石比較資料：　表３
　＊Large aperture superconducting magnet (Benkei), T. Inagaki et al., 

Cryogenics 24 (1984) 83-90

　＊低温工学：　大口径超伝導電磁石（弁慶）、稲垣隆雄 et al., (1983) 296-307

　＊弁慶の概略：　過去の論文と一部実測から（寸法？の部分有り）：　図４
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（４）現在必要な作業

（４ー１）弁慶を液化器と直結して閉回路で使用できるかどうかは、高圧ガス検査／申請とか
らむので、理研の高圧ガス責任者と相談する必要がある。

（４ー２）超伝導磁石を使用可能な状態にするのに必要な費用の概算：
　＊Return Yoke / Field Crampの新規製作：（鉄芯が使えない場合）
　＊液化器
　＊電源
　＊制御系
　＊位置調節機構（Floor Planと関係）
　＊移設費用
等を含む。
　RIBFでの実験計画の見直しが急速に進んでいるので、約１か月程度のうちに、弁慶を流用し
た場合の必要予算総額の概算を出す必要がある。

　＊使用形態：　RIBFでの実験期間を考えると、常時低温にしておくというよりも、年に１ー
２度冷却して実験に使用する方が、現実的か（？）。

（４ー３）スペクトロメーターとして使用できる状態にするのにかかる費用の概算：
　＊真空箱
　＊焦点面検出器／読出回路
　＊標的直後の位置検出器
　＊現在のFloor Planとの接続（位置調節機構？、回転の可能性？）

（５）時期について
　加速器棟竣工：　２００３年３月
　実験棟竣工：　　２００５年中旬　の予定。
　コイル／磁石の移動は早くても２００５年中旬以降？

（６）手続について
　＊谷畑さんに、素粒子原子核研究所所長（山田作衛氏）、第３研究系主幹（中村健蔵氏）へ
は、話をしてもらった。
　＊企画調整室の家入正治さんにRequest for suppert書類を出して、中村健蔵氏へも話は通って
いる。
　＊現在の弁慶の責任者（都留氏）は、コイル／クライオスタットの貸与／移管の可能性はあ
るとの事。
　＊具体的な話は、石元茂さんを通して情報を得ている。色々な作業には協力してくれるとの
こと。












